
 
 

（様式第 5号） 

市民協働推進モデル事業報告書 
 

 
実

施

団

体 

代表実施団体 特定非営利活動法人チャリティーサンタ （担当者 ； 河津 泉） 

合同実施団体 
（＊協議体・実行

委員会等で実施し

た場合、構成団体

をすべて記載して

ください。） 

 

 

 

（担当者           ） 

 

 

 

岡山市の担当課等 

 

課名 

 

 

こども福祉課 

 

電話 

 
086－803－1221 

 

担当者 

職名 課長補佐 職名 副主査 

氏名 武 裕子 氏名 西田 貴 

 

事業の名称 

 

貧困家庭に抱える「子どもの体験不足」の解消にむけた連携・支援ネットワー

ク構築事業 

 

 

達成した定性的効果

と定量的効果 

※アンケートなどあ

れば添付してくださ

い。 

 

＜全体＞ 

新型コロナの影響のもと、当初計画を見直し次のとおり事業を実施し、以下の効果

を得ることができた。 
１．コロナの影響で、当初予定していた「集合型」企画の実施が困難となったが、「届ける 

形」や「オンライン」「個別対応型」など、新たな形でのプログラムを生み出すことができ 

た。 

昨年度のニーズ調査をもとに 11 者との実施を想定していたが、コロナ禍で実施できなくな 

った者もあり、新たな企業の掘り起しも行い、6者とのコラボ企画を実施した。 

※POLA、ありがとうファーム、大町、カバヤ、健康づくり財団、母子寡婦福祉連合会 

 コロナ禍での困難な状況下ではあったが、ある意味、体験がより困難となったコロナ禍 

だからこそ体験活動の機会の提供の重要性は広がった。 

２．体験活動を情報発信するツールについては、市のコロナ対策事業として「岡山親子応援 

メール」が、本ニーズ調査、モデル事業の取組の成果を踏まえ、市の施策として前倒しで 

施策化された。 

児童扶養手当・就学援助受給世帯を中心に 2月末現在約 2000 人が登録。7月運用開始以後 

2 月末までに 35回 86 件（内、体験活動情報 35件）の支援情報を発信。ひとり親家庭や 

生活困窮家庭に継続的に体験活動の情報を提供できる仕組みができた。 

 また、本メールの情報配信団体として、おかやま親子応援プロジェクト参加団体、市社協 

登録の子どもの居場所等のゆるやかなネットワークを構築できた。 

（親子応援メールに関する経費はこども福祉課の予算等、モデル事業とは別予算による。） 

 

＜連携企業・団体＞ 

●連携企業数：目標：10社 
・意見交換会に参加した企業 6社 

（意見交換会に参加できず個別訪問した企業：1社） 

（株）アイスライン、（株）Jオイルミルズ、（株）大町、（株）ありがとうファーム、 

カバヤ食品（株）等 

・プログラムにおいて連携した企業 4社 

（株）大町、（株）ありがとうファーム、カバヤ食品（株）、（株）POLA ピオーネ店 

●団体数 目標：20団体 
・メルマガ配信に参画している団体：25団体 

・プログラムにおいて連携を進めている団体：2件 

 公益財団法人岡山県健康づくり財団、岡山市母子寡婦福祉連合会 

・上記以外にも、現在連携の検討を行っている団体あり。 



 
 

岡山キワニスクラブ、岡山ハンドボールクラブ。 

 

＜参加児童、家庭数＞ 

●マスク＆体験キット送付企画：100 世帯 

●誕生日企画（2月末までの実施期間）： 

6 月児童：23 名、7月児童：17 名、8月児童：28名、9月児童：26 名、10月 

児童：17名、11月児童：22名、1月児童:13名、2月児童：12名、3月児童： 

15 名（2月中に送付） 

●駄菓子おじさん訪問企画、駄菓子とおうちあそび体験セットの送付：150 世帯 

●カバヤ自由研究応援企画実施 15 世帯 

●POLA でのエステ体験職業体験企画 : 61 世帯 

●健康づくりチャレンジ企画 : 31 世帯 

 

＜メディア掲載＞ 

新聞取材 4件、ラジオ出演 1件。 

山陽新聞 (2020.6.2) マスク・工作キット贈呈について。 

山陽新聞 (2020.7.1)ひとり親家庭へ駄菓子贈呈について。 

山陽新聞 (2020.7.31)7/30 意見交換会について。 

山陽新聞 (2020.8.21)メールマガジン配信について。 

レディオモモ ラジオ出演(2020.7.4)「輝くおかやま夢ガール」ひとり親家庭

への「体験」提供について。 

 

＜アンケート＞ 

企画に参加した延べ 232 世帯よりアンケートを回収した。 

●企画の満足度 

「とてもよかった（180件/77.6%）」「よかった（46件/19.8%）」「どちらともいえ 

ない（5件/2.2%）」「あまりよくなかった（1件/0.4%）」 

●参加企画は、親子の時間に良い影響がありましたか（ありそうですか）？ 

「良い影響があった（ありそう）(213件 / 91.8%）」「特にない（17件 / 7.3%）」

「その他（2件/0.9%）」となった。 

●「久しぶりに家族みんなが嬉しく幸せな気分になれたことはとてもありがた 

いです。」「子どもが楽しめる企画を考えてくださりありがとうございます。

限られた時間の中でスタッフの方とお話ができたり、子どもの色んな表情を

見ることができて嬉しかったです。」といった子どもの表情や、体験、家族で

の時間での喜びの声が多く集まった。 

●「ひとり親家庭でも、ひとりじゃなく地域の方々に支えて頂いてるんだ、と

実感できました」「他の誰かが子どもの存在を、気にかけてくれているという

のが、親子にとって、嬉しいことです」「子供も社会の人の優しさに触れられ

て、感謝していました」など、連携企業・団体を含めて、社会との繋がりを

喜ぶ声も届いた。 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

市と協働した内容と

協働の効果 

1.団体が果たした役割 

①連携企業の開拓と新たな体験活動プログラムの実施 
・家庭に寄り添う視点を持ちながら企業開拓など行い、事業を実施することが 

できた。また家庭からも多く喜びの声を得ることができた。 

・また複数の団体と連携しあいながら、意見交換や報告会の場をつくり、必要 

性の共有を図ることができた。 
 

2．市の担当課が果たした役割 
①一般施策化への検討と実施 
・情報配信ツールについて一般施策として実現。6月補正予算でコロナ対策として予算化され 

たが、令和 3年度は子どもの貧困対策として当初予算に計上された。 

②支援対象者への周知 
・児童扶養手当・就学援助受給世帯に対してチラシを送付しメルマガ登録を呼びかけた。 

・市関係各課に対して周知 

・岡山市母子寡婦福祉連合会、岡山キワニスクラブ、スポーツ協会など関係団体に対して協

働を依頼しつないだ。 

 

3．協働した効果     

 行政と一緒に行うことで、受益者・協力企業・協力団体との信頼感を得ることができた。

またNPOの得意とする寄り添ったプログラムづくりや家庭のニーズ把握から実績をつくるこ

とができた。 

 

●一年目の目標に対する成果 

(1)年間を通じてひとり親家庭への体験活動などの情報が提供できる仕組みにつ

いて、当初はモデル事業内での構築を進めていたが、それまでの取組の成果

を踏まえ、市の施策として予算化された別事業（親子応援メール）として継

続する仕組みができた。 

 

(2) 企業・団体の６者が、マスク＆体験キット送付や駄菓子とおうちあそび体験

セットの送付などの協働企画を実施し、今後のモデルとなる事例を生み出す

事ができた。 

 ※意見交換会に参加した企業をはじめ企画準備中の団体も含め、支援団体の

連携体制作りを進めている。 
 

 

 

 

事業の内容 

 

※事業内容が具体的

にわかる資料を添付

してください。（チ

ラシ、報告書、写真

等） 

●様々な主体が子どもの貧困の解消に向けて連携できる体制づくり 

困難を抱える家庭のニーズに応える意欲と資源を持つ企業や NPO 等支援団体を掘り起こ

し、行政・企業・NPOなどさまざまな主体が連携し体験プログラムを実施できる体制を構築

した。 

(1)体験プログラムづくりに向けて日常的に打ち合わせを実施 

(2)連携先(企業・団体)の開拓 

(3)会議の開催 

 

●家庭への情報提供ならびに体験プログラムの実施 

継続的な支援として、新規も含め、年間を通じて体験情報を届けた。 

(1)体験プログラム情報・既存情報の提供 

体験プログラム情報ならびに連携団体からの情報 

 （ひとり親、生活困窮世帯の参加しやすいイベント等）を集約し、該当家庭に提供する。 

(2)協働(企業や他団体との連携)による新規の体験プログラムの実施 

 

●子どもの貧困ならびに解決方法についての普及啓発 

社会全体で子どもの貧困の解消に向けて働きかける機運を高め、メディアなどを通じ、市民 

の行動を呼びかけ促した。 

また 1年目の現時点ではクラウドファンディングなどの自主財源を高める取り組みには至っ 

ていない。 

（1）プレスリリース…家庭の声や調査内容も含め、関心を高める記事を作成。WEB 公開なら



 
 

びにメディア各所に連絡。 

（2）WEB サイト運営…ひとり親家庭のしおりを通じてページサイトに誘導。年間を通じての

体験支援の申し込みや、おかやま親子応援メールへの動線づくりを行った。 
 

参考資料：具体的な活動の様子は別紙 

 

 

 

 
 

事業実施経過 

 

5 月：マスク＆体験キット送付企画の実施（ありがとうファームと協働） 

6 月：誕生日企画募集開始＜毎月継続企画＞（ありがとうファームと協働） 

6 月：駄菓子おじさん訪問企画、駄菓子とおうちあそび体験セットの送付実施（（株）大町 

との協働） 

（6月：おかやま親子応援メール創設にむけた協議） 

（7月～2月 おかやま親子応援メール運営） 

7 月：カバヤ自由研究応援企画実施 

7 月：意見交換会の実施 

8 月：POLA でのエステ体験（職業体験）企画開始＜毎月継続企画＞ 

10 月：健康づくりチャレンジ企画の実施 

11 月〜2月：次年度に対しての準備や声かけ 

※随時、事業に関しての打ち合わせや準備などを実施 

 

 

実施のうえで連携し

た団体とその内容 
 

名称 内容 

（株）ありがとうファーム 体験活動企画・実施 

（株）大町 体験活動企画・実施 

カバヤ食品（株） 体験活動企画・実施 

（株）POLA ピオーネ店 体験活動企画・実施 

公益財団法人岡山県健康づくり財団 体験活動企画・実施 

岡山市母子寡婦福祉連合会 ひとり親支援事業企画・相談 

岡山キワニスクラブ 体験活動企画 

岡山ハンドボールクラブ 体験活動企画 

  

  

 

 

翌年度以後の予定 

 

□ 次年度に一般施策 

□ 市民協働推進モデル事業として事業を継続し、次々年度に一般施策 

□ 次年度に提案団体の自主事業 

□ 市民協働推進モデル事業として事業を継続し、次々年度の自主事業 

☑その他（次々年度に自主事業と一般施策を組み合わせて実施することを目指

す） 

□ その他（                         ） 

具体的な計画があれば記載してください。 

①体験プログラムの開発・実施支援および情報提供等を行うネットワークの 

運営 

②体験プログラム実施のための自主財源確保の仕組みの運営（団体） 

③支援の必要な当事者への情報提供（団体・岡山市） 
 

 


